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国学思想と江戸追放｣　(『神道如研究』五一1-1㌧　二〇〇四)　九llA頁o　天保期における幕府の思想統制については'藤川覚『天保の改革』(｣∩川弘文鯨t l九八九)　1L OE:～l l五貞参照o
(8)天保八年九月に幕府より生H万との関係について幕肺より尋問されている　(｢気吹
舎日記｣天保八年九月七口条へ『凶立歴史民俗博物館研究報什Ul二八　半m河学の再検討(..)』　二〇〇六､二l l頁))｡
(9)宇都宮rm綱｢御用略日記｣三へ　天保1.年二月. tE日条(『宇都宮孟綱日記』　l
(秋田県公文斉館'二〇〇六)一二九員'以下｢宇都宮｣)0
(1 0)金森正也｢寛政斯秋田藩における改革派官僚の形成-いわゆる｢人材笠岡｣につ
いて-｣(『秋出県公文書館研究紀要』八'二〇〇二)､同｢近世後期における藩政と学問-寛政～天保期秋E藩の政治改革と教学政策-｣(『歴史学研究』八川六､一〇〇八)0
(‖)渡辺綱次郎『近世秋田の学問と文化-和学編-』(秋田文化出版､一九九九)一四
六～一LtEq頁｡人友直枝は社家人頭として秋出港領の社家を統括する立場にあった0人仲南枝については同著による｡なお'在校は文化二年(‥八〇五)　に本居学に入門する山力で'文化九年(l八一二)　には気吹舎に入門している　(｢門人姓名録｣一八『新帽平E篤胤全集』別巻､名著出版一九八T)　二F<貝､平川国学門人の入門年月日については同書による)0
(1 2)加藤民夫『秋田藩校明徳館の研究』(カノバンブラン歴史文庫へ一九九七)一九･ハ
～l九ヒ貝o
(13)｢宇都宮｣九㌧天保1三年九月l六日条(前掲(9)『宇都宮孟綱日記』一､'1411
二頁)0
(14)前掲(-)｢気吹舎日記｣天保l三年九月二八日条､l七二日｡(15)　同右'大保一三年九月山LR条､山ヒ二頁o(16)　｢気吹舎日記｣によると'秋田港の平凹家召し抱え､藩邸内の長屋拝借の後'錬胤
による秋旧藩邸辿勤の記事が散見し､凍上との交流が増大する｡廻勤の目的について詳細は不明だが'時に藩士宅で講談を祈うこともあったようで　(大保山川年川月一九H条'1.七八～一七九頁)'平田国学の普及活動という目的が想定される｡
(17)前掲(8)｢気吹舎日記｣嘉永lLl年l二月二八日条､二二六貝o(18)鏡胤の江戸より秋田までの経路については'『特別企画　明治維新と平EE国学』(国
技歴史民俗博物館'HO〇四)叩l封参照｡
(1)奥州における門人と彼等の捕動については'熊滞恵里子｢奥州平出門人早Ej伝之
助の教育活動-心学から平凹国学へ-｣(『地方教育史研究』二八､1　〇〇七)参照.
(20)前掲(8)｢気吹舎日記｣幕永1.年L月l･(H条､二四一頁などo(21)桂島宣弘｢幕末国学の転出と大河隆1Ljgの思想-阿学における｢政治｣と宗教-｣(同
『増補改訂版幕末民衆思想の研究』文坪闇へ　二〇〇五)｡
(2)前掲(-)宮地論文'二〇五貝o(23)　同右'二〇六1a｡
幕末平田国学と秋田藩　-　文久期における平田延太郎(延胤)　の活動を中心に　-
(24)　篤胤と小野岡松翁は'無胤の汀戸追放以前から関係を持っていた｡只体的な関係
については今後の課題としたいが'秋H送還後も篤胤が松翁と噸繁に面会Lt篤胤の身｢なとに関し松翁に相談していることが確認できる　(天保l二年相月一二日刊平Ej篤胤1平田鋳胤(渡辺金造『平出篤胤研究』へ復刻)鳳出版'1九七八､･ハ六八～六七〇頁)o
(25)前掲(1)『明折維新と平E=凶学』六.員o(26)文久期の長州･薩摩両津による政治運動についてはへ　井卜勲｢開Eと幕末の動乱｣
(同編『日本の時代史20　開Eと幕末の動乱』吉川弘文館へ二〇〇凹)'休々木克｢文久二年久光の上京と朝幕改革｣　(同『幕末政治と薩摩藩』上目川弘文飾､二〇〇四)'原口構｢幕末政局の‥考察-文久･元治期についてI｣　(『原日清著爪集-　幕末中央政局の動向』岩田書院､二〇〇七)へ　高橋秀直『幕末維新の政治と1人皇』　(吉川弘文館'二〇〇七)等参照｡
(27)前掲(-)･:nj地論丈t ll〇九日D(2)拙稿｢文久･元治期における秋田港の情報政第-1={郁･江1との関わりから-｣
(『東北文化研究室紀要』川八､.lOOヒ)　四六'四八頁｡
(2)　｢成年五月出立前年寄衆へ差出候和｣　(｢乎凹篤胤関係資料｣書翰-九-四-九､国
立歴史民俗博物館所蔵)0　本文中への史料引用に際Lt煩雑となるため､平出等は開字同様山字空けとし､旧字も基本的に常用漢字に改めた｡
(30)　ちなみに'小野岡右衛門は､的許御用繁多のため､･ハ月力口に帰国となる　(｢宇都
I:H｣文久1.年六月五日条(｢佐竹(宗家)文庫｣AS-二二二-川茄-九四､秋H県
公文斉館所蔵))0
(31)平Ef延太郎｢上京旅申日記｣　(｢平日篤胤関係資料｣冊子-.-二.二)(3)平H延太郎｢大板井京都表風聞之覚｣　(｢平山篤胤関係資料｣舌翰-九-ドリーL)o
以下'特に断らない限り'延太郎の探索については同史料による｡
(33)当該期の小河l敏の捕動については'後藤轟巳｢外様小藩における勤上動向丁豊
後岡津と小村一敏-｣　(『日本歴史』仲川二､l九八五)'原日清｢丈久二､1.年の朝廷改革｣　(前掲　(26)　原口著書)参照｡
(3)前掲(26)佐々木論文､七八1人`頁'前掲(26)　原口論文'一四四～l四六訂o(35)　小河一敏｢王政復-t義挙録｣　(『幕末維新史利叢書』1F:､新人物往来祁t l九六九)
tL～八.頁へ　前掲　(26)　原U論文t l川七～1四八白o
(36)文久二年Lハ月l OHH小河弥右衛門1平田延太郎(｢平ES篤胤関係資料｣書翰-九
-E]-1八)o
一六
(37)当該期の岩倉に関しては､位々木克『幕末維新の個性⑤…石倉具視』(吉川弘文館'
二〇〇六)参照o
(3)小河によると'先にみた小河の建白は岩倉と大原垂徳の催促によ-捉付出したもの
であり'勅使下向前後の岩倉と小河の交流が確認できる　(前掲(35)　｢王政復古義挙録｣､ヒ七頁)0
(39)　｢平田篤胤関係資料｣脊翰.九.四.立｡(40)　同右｡(41)文久二年六月.二口付岩倉具視1中山忠能･正親町1二条芙蓉(日本史籍協会編『中
山忠能履歴資料』三､(後刻)東京大学j==版会へ一九L三)　二∵一～三二七頁｡
(42)　延太郎のもたらした国事周旋要請に対する秋田港の対応についてはへ　前掲　(28)
拙稿'四人～EL貞参照｡
(43)丈久二年八月､佐竹義就は改名し､｢発売｣となる　(｢宇都宮｣九四､文久二年八
月l■口条(｢佐竹(宗家)丈席｣As-二l二-四九-九凹))0
(44)　｢江府勤事｣　lt　丈久二年閏八月二七日粂(｢佐竹(宗家)文庫｣　AS-三l　二-
｣ハE-Jl)0
(45)佐竹義秦は'宇都宮帯刀･平日錬胤卜京に際Lt　宇都宮へ　｢決伽御内勅等之儀は
取計不申｣と念を押し'諸勢力との交流によ-想･:止される､政柄参入の危険性に対し警戒している　(｢宇都宮｣九六､文久一午一一月二六H条(｢佐竹(宗家)文庫｣AS㌧一二二-四九-九六))o
(46)生麦事件償金支払い問題とそれに対する幕肘の対応に関しては'小野止雄｢幕藩
権力の脈体と蔦府の外交政策｣(同『幕藩権力解体過程の研究』校倉書房､l九九三)'奈良勝司｢奉軌壊夷体制卜における徳川将軍家の動向-文久.1.年将軍上洛後の性格規先をめぐる相克-｣　(『日本史研究』TGOL'1:〇〇四)等参照｡
〔47)　小野正雄監修『杉浦梅滞日付日記』　(みずうみ書房､一九九一)　　l六1･n'｡(48)　市内庁蔵版『孝明大皇紀』四　(平安神宮､1九六九)　三八五11.1八八貝｡(49)　文久三年三月二〇日付小川亀雄1半Ej延太郎(｢平出篤胤関係資料｣音翰-八-一
六-二)
(50)　この点に関しては''前掲(28)拙稿で検討したo(51)文久llLl年一〇月二八日付戸村十人夫1国許家老連名｢自筆御用状抑井内書打共｣
(｢L村文庫｣　AT-111二-六〇へ　秋凹県公文育館所蔵)o
(52)　｢乎Ej篤胤関係資料｣帯翰-二二-二-四五･Jlo(5)前掲(49)　の書状中で小川亀雄は'延太郎に対し'二`月一八口に三条河原へ晒さ
れた坊+Lの市に掲げられた番付をTL耽ったdEを報知しているがへその写しを求めて諸雑卜が小川の許を訪れ'｢都合卜glへ五人L-ーかし｣たという｡周旋万能免後も'
しい郡における諸藩士の情報活動に小川も加わっていることが準える｡
(5)日本史籍協会編『官武適紀』　l　((復刻)重い入学出版会t l九L六)r;L九～五
L･･/1･
(ig)｢宇都tELI｣九七､文久一l年六月``川口条(ー佐竹((小家)文倖L AS-二二-E:
京-九L)｡
(･tg)羽ヰ氏執州編｢風雲秘寓探偵録(抄)｣利(維新史料引継本Ej-ほ⊥.71-二㌧東
l=S入学史料編纂所蔵)｡ただしへこの琴1nが秋凹清に捉山されたという確証は'現時
血では見川せていない｡｢･<;寓左二111EL仕候ーとあるように'正式に溝へ提出されたものというよりは'当時在府家老であった渋‖内膳へ内々に提出された可能性がある.渋江内臓は､文久元年に家老に就任し､小野岡右衛門とともに'秋田港において幕末期平日凶学の有力な支持者であった｡
(57)文久二年六月　二日仙保母建･伊東溢荒1平田延太郎(｢平m篤胤関係資料｣斉翰
-二ハ-ヒ'『甲t歴史民俗博物館研究報｣Hl　二　平山糾学の輯検討(l)』一八八～｣八九宙)oちなみに'前掲(‖)｢門人姓名録｣によると'保母は文久三年八月に蜂起した人和人諌親に､伊東は翌｡凡担光年蜂起の筑波大狗党に加わり'それぞれ戦死している　(二〇四日)0
(58)撰夷親征問題については､原日清｢文久三年八月.八口政変に関する`考察｣(前
掲(26)原口葛書)へ佐々木克｢文久`二年八月政変と薩傑藩｣(前掲(gS)佐々木著書)参照｡
(59)｢宇都宮｣九八へ文久l二年九日　目条(｢佐竹(宗家)文庫｣AS-111.1.-円i:
･･九八)o
(60)前掲(55)｢宇都宮｣九七'文久二年八H八日条｡(61)同右､文久二年八月一〇日条｡(EB)文久二.午九H二九日付会大之進1戸村卜太夫(｢〓村丈唾｣AT-11　1-三八I
.I
(63)前掲(28)拙稿､四九～訂l頁｡(6)佐々木克｢元治国是会議と島津久光｣(前掲(26)佐々木著書二l九～二110頁｡(65)拙稿｢禁門の変と秋出港--内乱回避をめぐる諸藩倒旋活封の一側1･aI;-｣(『文化』
ヒ11-1･二㌧　二〇〇八)0
(3)野々村真澄｢京都公私ち-ふ-ろし(二一-五-九六へ川山手県立図書館所蔵)0
(67)江幡析様の人脈については､宮地正人｢幕末の政柄･情報･文化の関係について｣
(同『蘇末維新期の文化と情報』名著刊行会､`九九四)二二～.三貞参照｡
(6)那珂梧楼r･駅のち利｣乾(.`-･=-九五I l'川石手県立国書噂的蔵)o以IL､諸
藩の嬢夷政策に関する発llnについては'特に断らない限り同史料による｡
(69)前掲(65)拙稿'一.～五員｡(70)横浜銀港政策については､前掲(46)小野論文'奈良勝司｢横浜銀港期における
徳川政権の動向｣(『ヒス-リア』　1九ヒ､二〇〇LEj)等参照｡
(71)ちなみに､Z.H:地氏は宏政期の鋲胤について'｢篤胤の養子続胤は佐竹滞十であり､
同港は外様ながらも譜代藩以卜に親常的な大藩であるo開港_耗後､安政人獄の人暴風雨が吹きすさぶそのまっただ中で､外jf:貿易反対をl11Eう駕がない｡(略)しかも錬胤には､義父篤胤が幕府の怒-をかって秋Hに追放されたという苦い経験をしている｡許された諸条件のもとで､鴇胤の業績を普及するへというJ;.場を彼は堅持していた｣と'秋肘落下H国学の税定性について指摘している(･:H=地止人｢新撰組とγ円同学-I:H和H父左衛門光胤を手掛かりとしてI｣『回史学』一九五'二〇〇八㌧二㌧二百)｡氏の指摘は安政期の錬胤を対象としたものであるが､こうした彼等の立場や経験が活動に及ぼす影響は留意すへさであろう｡
(Ej)原〓摘｢禁門の変のl考察｣(『原口清著作集2　王政復irへの道』岩H書院､二
〇〇七)　山二l頁｡
【付記】　本稿執筆にあた-､史料の閲覧･撮影等に際して､国立艇史民俗博物館･東
京大学史料編纂所･秋田県公文斉館∴石丁県上図讃鮪に御世論になった｡末筆ながら記して御礼申し卜げたい｡
幕末平円国学と秋田藩　-　文久期における平田延太郎(延胤)の活動を中心に　-
